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LHDの真空容器内に鉄道模型のレースを敷設し、252Cf中性子源(800MBq)を周回させ、中性子フラックスモ

ニター等の中性子測定装置の較正を実施した。その結果は LHD の 3 次元モデルを用いた MCNP 計算とよ

く一致した。 
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1. 緒言  

大型ヘリカル装置(LHD)では、2017 年春から開始する

重水素プラズマ実験のために、トーラス全体の中性子発

生量を測定する中性子モニター、中性子の発生分布を測

定する中性子プロファイルモニター、放射化箔測定装置

等の中性子計測装置を整備した。それらの中性子計測装

置の出力とプラズマ全体からの中性子発生率との関係を

較正するための実験を 2016年 11月に実施した。 

2. 中性子較正実験とその中性子輸送解析  

LHD の真空容器内に鉄道模型(O ゲージ)のレールを敷

設し、800MBqの 252Cf中性子源を移動させ、中性子計測

装置較正を実施した。フィッションチェンバーを用いた

中性子モニターは LHD のクライオスタットの周囲３箇

所に設置されている。252Cf中性子源を LHDの真空容器内で連続周回（約 40秒/１周で約 12時間）させて

擬似的にリング状線源とみなし、トーラス状中性子源に対する中性子モニターの検出効率を求めた。中性

子モニターの計数率は 1ms 毎に集積し、中性子源の各トロイダル位置からの検出効率も求めた（図１）。

LHDの 3次元モデルを用いた中性子輸送解析（MCNP6）はその結果をよく再現することを確認した。この

較正実験から得られた検出効率と実際のプラズマからの中性子に対する検出効率の差異は、MCNP6解析に

より約 5%と評価した。放射化箔測定と中性子プロファイルモニターについては、学会にて報告する。 

3. 結論  
252Cf 中性子源を利用した、中性子較正実験を実施し、その結果と MCNP6 コードを用いた中性子輸送解

析により LHDの中性子発生量を十分な精度で測定できる見通しを得た。 
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図１	 磁気軸上の各点の中性子源に対する 
フィッションチェンバーの検出効率 

3B02 2017年春の年会

 2017年 日本原子力学会 - 3B02 -


